
(57)【要約】

【課題】　２つの部材、例えば、２つの管の端部、壁と

それに固定するもの、２つの板状のものの面同士や端部

同士等を簡易にかつ確実に接続でき、また、その接続の

解除もできるようにする。

【解決手段】　第１及び第２の部材を接続するために、

第１の部材に設けられていて、第１及び第２の係止部を

備える係止部材と、第２の部材に設けられていて、第１

及び第２の係止部とそれぞれ係合する第１及び第２の係

合部を備える係合部材とを備える接続器具であって、第

１の係止部と第１の係合部とが係合すると同時に、第２

の係止部と第２の係合部とが係合することによって、第

１及び第２の部材の接続が行える接続器具である。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 接 続 す る た め に 、 前 記 第 １ の 部 材 に 設 け ら れ て い て 、 第 １ 及 び 第
２ の 係 止 部 を 備 え る 係 止 部 材 と 、 前 記 第 ２ の 部 材 に 設 け ら れ て い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の
係 止 部 と そ れ ぞ れ 係 合 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 係 合 部 を 備 え る 係 合 部 材 と を 備 え る 接 続 器 具 で
あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 係 止 部 と 前 記 第 １ の 係 合 部 と が 係 合 す る と 同 時 に 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 と 前 記
第 ２ の 係 合 部 と が 係 合 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 の 接 続 が 行 え る 、 接 続
器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 接 続 器 具 に お い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 係 止 部 が 突 出 部 及 び 凹 部 で あ り 、 前
記 突 出 部 が 前 記 第 １ の 係 合 部 と 係 合 す る と 、 前 記 第 ２ の 係 合 部 が 前 記 凹 部 と 係 合 す る 、 接
続 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ の 接 続 器 具 に お い て 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 が そ れ ぞ れ 凹 部 及 び 突 出 部
で あ り 、 該 突 出 部 が 前 記 凹 部 と 係 合 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 の 係
合 が 行 わ れ る 、 接 続 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ の 接 続 器 具 に お い て 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 が そ れ ぞ れ 突 出 及 び 凹 部 で
あ り 、 前 記 突 出 部 が 前 記 凹 部 と 係 合 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 の 係
合 が 行 わ れ る 、 接 続 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ の 接 続 器 具 に お い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 係 合 部 が 、 略 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ て お
り 、 該 略 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 係 合 部 が 回 動 自 在 で あ る 、 接 続 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 接 続 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 付 き 合 わ せ る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ の 部 材 に 設 け た 第 １ の 係 止 部 に よ っ て 、 前 記 第 ２ の 部 材 に 設 け た 略 Ｌ 字 状 部 材
の 一 方 の 端 部 に 設 け た 第 ２ の 係 合 部 を 押 す 段 階 と 、
　 前 記 第 ２ の 部 材 に 設 け た 前 記 略 Ｌ 字 状 部 材 の 一 方 の 端 部 の 前 期 第 ２ の 係 合 部 を 押 す 段 階
を 実 行 す る の と 同 時 に 、 前 記 第 ２ の 部 材 に 設 け た 前 記 略 Ｌ 字 状 部 材 の 他 方 の 端 部 に 設 け た
第 ２ の 係 合 部 を 、 前 記 第 １ の 部 材 に 形 成 し た 第 ２ の 係 止 部 に 係 合 さ せ る 段 階 と を 実 行 す る
こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 接 続 す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ の 接 続 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 係 止 部 が 突 出 部 及 び 凹 部 で あ り 、 前
記 突 出 部 が 前 記 第 １ の 係 合 部 と 係 合 す る と 、 前 記 第 ２ の 係 合 部 が 前 記 凹 部 と 係 合 す る 、 接
続 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ６ の 接 続 方 法 に お い て 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 が そ れ ぞ れ 凹 部 及 び 突 出 部
で あ り 、 該 突 出 部 が 前 記 凹 部 と 係 合 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 の 係
合 が 行 わ れ る 、 接 続 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ６ の 接 続 方 法 に お い て 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 が そ れ ぞ れ 突 出 及 び 凹 部 で
あ り 、 前 詑 突 出 部 が 前 記 凹 部 と 係 合 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 の 係
合 が 行 わ れ る 、 接 続 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 接 続 す る た め に 、 前 記 第 １ の 部 材 に 設 け ら れ て い て 、 第 １ 及 び 第
２ の 係 止 部 を 備 え る 係 止 部 材 と 、 前 記 第 ２ の 部 材 に 設 け ら れ て い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の
係 止 部 と そ れ ぞ れ 係 合 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 係 合 部 を 備 え る 係 合 部 材 と を 備 え 、 前 記 第 １ の
係 止 部 と 前 記 第 １ の 係 合 部 と が 係 合 す る と 同 時 に 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 と 前 記 第 ２ の 係 合 部
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と が 係 合 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 接 続 す る 、 接 続 手 段 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 が 接 続 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 第 ２ の 係 合 部 を 移 動 す る こ と
に よ っ て 、 前 記 第 ２ の 係 合 部 と 前 記 第 ２ の 係 止 部 と の 係 合 を 解 除 す る 解 除 手 段 と を 備 え る
接 続 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ の 接 続 器 具 に お い て 、 前 記 解 除 手 段 が 、 前 記 第 １ 係 合 部 を 移 動 す る こ と に よ
っ て 前 記 第 ２ 係 合 部 を 移 動 さ せ 、 そ れ に よ っ て 、 前 記 第 ２ の 係 合 部 と 前 記 第 ２ の 係 止 部 と
の 係 合 を 解 除 す る 、 接 続 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ ０ の 接 続 器 具 に お い て 、 さ ら に 、 前 記 第 ２ の 部 材 の 外 部 か ら 前 記 解 除 手 段 の 起
動 を 行 う 起 動 手 段 を 備 え る 、 接 続 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ０ の 接 続 器 具 に お い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 係 止 部 が 突 出 部 及 び 凹 部 で あ り 、
突 出 部 が 前 記 第 １ の 係 合 部 と 係 合 す る と 、 前 記 第 ２ の 係 合 部 が 前 記 凹 部 と 係 合 す る 、 接 続
器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ０ の 接 続 器 具 に お い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 係 合 部 が 、 略 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ て
お り 、 該 略 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ た 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 係 合 部 が 回 動 自 在 で あ る 、 接 続 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ の 接 続 器 具 に お い て 、 前 記 解 除 手 段 が 、 前 記 略 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ た 前 記 第 １
の 係 合 部 を 押 す こ と に よ っ て 、 前 記 第 ２ の 係 合 部 と 前 記 第 ２ の 係 止 部 と の 係 合 を 解 除 す る
、 接 続 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ０ の 接 続 器 具 に お い て 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 が そ れ ぞ れ 凹 部 及 び 突 出
部 で あ り 、 該 突 出 部 が 前 記 凹 部 と 係 合 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 の
係 合 が 行 わ れ る 、 接 続 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ０ の 接 続 器 具 に お い て 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 が そ れ ぞ れ 突 出 及 び 凹 部
で あ り 、 前 記 突 出 部 が 前 記 凹 部 と 係 合 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 の
係 合 が 行 わ れ る 、 接 続 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ２ つ の 部 材 、 例 え ば 、 ２ つ の 管 の 端 部 、 壁 と そ れ に 固 定 す る も の 、 ２ つ の 板
状 の も の の 面 同 士 や 端 部 同 士 等 を 簡 易 に 接 続 で き 、 ま た 、 そ の 接 続 の 解 除 を す る こ と の で
き る 接 続 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 管 と 管 や 、 壁 と 壁 の よ う に 、 同 種 類 の も の 同 士 を 接 続 す る 装 置 は 存 在 す る が 、 管
と 管 、 管 と 壁 、 壁 と 壁 、 壁 と そ れ に 取 り 付 け ら れ る 物 同 士 の よ う に 、 さ ま ざ ま な 部 材 同 士
や さ ま ざ ま な 形 状 の 部 材 同 士 を 接 続 す る 簡 単 な 装 置 は 存 在 し て い な い 。 ま た 、 同 種 類 の も
の で あ っ て も 簡 易 に 接 続 し た り 、 ま た 、 そ の 接 続 を 解 除 し た り で き る よ う な も の も 存 在 し
て い な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 ２ つ の 部 材 、 例 え ば 、 ２ つ の 管 の 端 部 同 士 、 壁 と そ れ に 固 定 す る 物 同 士 、 ２
つ の 板 状 の も の の 面 同 士 や 端 部 同 士 等 を 簡 易 に 接 続 で き 、 さ ら に 、 そ の 接 続 の 解 除 を す る
こ と の で き る 接 続 器 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 接 続 器 具 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 接 続 す る た め に 、 第 １ の 部 材 に 設 け ら
れ て い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 係 止 部 を 備 え る 係 止 部 材 と 、 第 ２ の 部 材 に 設 け ら れ て い て 、 第
１ 及 び 第 ２ の 係 止 部 と そ れ ぞ れ 係 合 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 係 合 部 を 備 え る 係 合 部 材 と を 備 え
る 接 続 器 具 で あ っ て 、 第 １ の 係 止 部 と 第 １ の 係 合 部 と が 係 合 す る と 同 時 に 、 第 ２ の 係 止 部
と 第 ２ の 係 合 部 と が 係 合 す る こ と に よ っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 の 接 続 を 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 係 止 部 を 突 出 部 及 び 凹 部 と し 、 突 出 部 が 第 １ の 係 合 部 と 係 合 す る と 、 第
２ の 係 合 部 が 凹 部 と 係 合 す る よ う に す る こ と が で き る 。 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 を そ れ ぞ
れ 凹 部 及 び 突 出 部 に し て 、 突 出 部 が 凹 部 と 係 合 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合
部 の 係 合 を 行 う よ う に し て も よ い 。 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 を そ れ ぞ れ 突 出 及 び 凹 部 に し
て 、 突 出 部 が 凹 部 と 係 合 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ の 係 止 部 及 び 係 合 部 の 係 合 を 行 う よ う に
し て も よ い 。 第 １ 及 び 第 ２ の 係 合 部 を 略 Ｌ 字 状 に 形 成 し て 、 こ の 略 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ た 第
１ 及 び 第 ２ の 係 合 部 を 回 動 自 在 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 接 続 器 具 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 接 続 す る た め に 、 第 １ の 部 材 に
設 け ら れ て い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 係 止 部 を 備 え る 係 止 部 材 と 、 第 ２ の 部 材 に 設 け ら れ て い
て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 係 止 部 と そ れ ぞ れ 係 合 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 係 合 部 を 備 え る 係 合 部 材 と
を 備 え 、 第 １ の 係 止 部 と 第 １ の 係 合 部 と が 係 合 す る と 同 時 に 、 第 ２ の 係 止 部 と 前 記 第 ２ の
係 合 部 と が 係 合 す る こ と に よ っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 接 続 す る 、 接 続 手 段 と 、 第 １ 及
び 第 ２ の 部 材 が 接 続 さ れ た 状 態 に お い て 、 第 ２ の 係 合 部 を 移 動 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ の
係 合 部 と 第 ２ の 係 止 部 と の 係 合 を 解 除 す る 解 除 手 段 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 係 止 部 材 と 係 合 部 材 と を 用 い て 第 １ の 部 材 と 第 ２ の 部 材 と を 接 続 す る 方 法 も 提 供
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 ど の よ う な 形 状 の 部 材 同 士 で あ っ て も 容 易 に 接 続 す る こ と が で き 、 ま
た 、 そ の 接 続 を 強 固 に 保 つ こ と が で き 、 さ ら に 、 容 易 に そ の 接 続 を 解 除 す る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し な が ら 本 発 明 に 係 る 接 続 装 置 １ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 接 続 装 置 １ は 、 図 １ に 向 か っ て 左 側 に 示 す 第 １ の 部 材 に 設 け た 係 止 部 材 と 、 右 側 に 示 す
第 ２ の 部 材 に 設 け た 係 合 部 材 と か ら な る 接 続 器 具 を ２ つ 備 え る 。 係 止 部 材 は 、 第 １ の 係 止
部 で あ る 突 出 部 １ ６ と 第 ２ の 係 止 部 で あ る 凹 部 １ ８ と を 備 え る 。 係 合 部 材 は 、 ２ つ の 略 Ｌ
字 状 に 折 れ 曲 げ ら れ た 接 続 部 材 １ ０ を 備 え て い て 、 そ の 接 続 部 材 １ ０ は 、 第 ２ の 部 材 内 に
形 成 さ れ た 凹 部 ２ ０ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 接 続 装 置 １ の 数 や そ の 接 続 装 置 を 構 成 す る 接 続
器 具 の 数 は 、 接 続 の す る 物 の 大 き さ や 必 要 な 接 続 強 度 に 応 じ て 変 え る こ と が で き る 。 図 ３
及 び 図 ４ に は 、 こ の 接 続 装 置 １ と 同 様 の 構 造 の 接 続 装 置 ３ ０ を １ ２ 個 用 い て ２ 本 の 管 を 接
続 す る 場 合 の 実 施 例 を 示 し て い る 。 こ れ に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 接 続 部 材 １ ０ は 、 棒 状 の も の や 板 状 の も の に よ っ て 形 成 す る こ と が で き 、 長 い 係 合 部
分 １ １ と 短 い 係 合 部 分 １ ２ と が 一 体 的 に 形 成 又 は 結 合 さ れ て い る 。 長 い 係 合 部 分 １ １ の 端
部 に は 第 ２ の 係 合 部 で あ る 係 合 部 １ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 長 い 係 合 部 分 １ １ と 短 い 係 合 部 分 １ ２ と の 折 れ 曲 が り 部 分 は 、 支 持 部 材 １ ４ に 、
回 転 軸 １ ５ を 中 心 に 回 動 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て お り 、 支 持 部 材 １ ４ は 凹 部 ２ ０ を 形 成
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す る 壁 面 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の 部 材 に は 突 出 部 １ ６ に よ っ て 空 間 ２ １ が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 空 間 ２ １ の 内 部 に
は 凹 部 １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 図 １ に は ２ つ の 突 起 形 状 の 突 出 部 １ ６ を 設 け た よ う に 示 す
が 、 そ れ ら に 代 え て 、 １ つ の 管 状 部 材 を 第 １ の 部 材 か ら 突 出 さ せ る よ う に し て も よ い 。 そ
の 場 合 に は 、 図 １ の ２ つ の 突 出 部 １ ６ は １ 本 の 管 状 部 材 の 管 壁 の 断 面 を 表 す こ と に な る 。
突 出 部 １ ６ は 、 ２ つ の 部 材 を 接 続 す る 際 に 、 そ の 先 端 部 に よ っ て 、 接 続 部 材 １ ０ の 短 い 係
合 部 分 １ ２ を 押 し て 、 回 転 軸 １ ５ を 中 心 に 、 そ れ を 回 転 さ せ る よ う に 機 能 す る 。 そ の 際 に
は 、 そ の 短 い 係 合 部 分 １ ２ と 一 体 的 に 形 成 さ れ た 長 い 係 合 部 分 １ １ も 回 転 軸 １ ５ を 中 心 に
回 転 し 、 そ れ に よ っ て 、 長 い 係 合 部 分 １ １ の 係 合 部 １ １ ａ が 凹 部 １ ８ に 入 り 込 ん で そ れ と
係 合 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に は ２ つ の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 接 続 し た 状 態 を 示 す 。 そ の 図 に 示 す よ う に 、 突 出
部 １ ６ の 先 端 部 は 短 い 係 合 部 分 １ ２ を 押 し 込 ん で 、 図 ２ に 向 か っ て 、 そ の 短 い 係 合 部 分 １
２ を 回 転 軸 １ ５ を 中 心 に 少 し 右 回 り に 回 転 さ せ て い る 。 ま た 、 長 い 係 合 部 分 １ １ が 同 様 に
回 転 軸 １ ５ を 中 心 に 少 し 右 回 り に 回 転 し 、 係 合 部 １ １ ａ が 凹 部 １ ８ に 入 り 込 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 突 出 部 １ ６ の 長 さ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 接 続 す る と 、 接 続 部 材
１ ０ の 短 い 係 合 部 分 １ ２ を 押 し て 長 い 係 合 部 分 １ １ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 程 度 の 大 き
さ が 必 要 で あ り 、 ま た 、 凹 部 １ ８ の 大 き さ 及 び 位 置 は 、 そ の と き に 係 合 部 １ １ ａ が そ の 内
部 に 入 り 込 ん で そ の 凹 部 を 形 成 す る 壁 面 と 係 合 で き る よ う で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 接 続 す る 場 合 を 説 明 す る と 、 ま ず は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 複 数 の
長 い 係 合 部 分 １ １ を 中 央 に 寄 せ 集 め て 第 １ の 部 材 に 形 成 さ れ た 空 間 ２ １ に 挿 入 し や す い よ
う に す る 。 次 に 、 突 出 部 １ ６ を 凹 部 ２ ０ の 壁 面 と 長 い 係 合 部 分 １ １ と の 間 の 空 間 に 挿 入 す
る と 、 長 い 係 合 部 分 １ １ が 空 間 ２ １ に 入 り 込 む よ う に な る 。 突 出 部 １ ６ を さ ら に 挿 入 す る
と 、 突 出 部 １ ６ の 先 端 が 短 い 係 合 部 分 １ ２ に 衝 突 し て そ れ を 押 し 込 む 。 つ ま り 、 図 ２ に 向
か っ て 、 突 出 部 １ ６ の 先 端 が 短 い 係 合 部 分 １ ２ を 押 し て そ れ を 回 転 軸 １ ５ を 中 心 に 右 回 り
に 回 転 さ せ る 。 そ う す る と 、 同 時 に 、 短 い 係 合 部 分 １ ２ と 一 体 的 に 形 成 又 は 結 合 さ れ た 長
い 係 合 部 分 １ １ が 、 同 様 に 、 回 転 軸 １ ５ を 中 心 に 右 回 り に 回 転 す る 。 ま た 、 同 時 に 、 長 い
係 合 部 分 １ １ の 係 合 部 １ １ ａ が 凹 部 １ ８ に 入 り 込 ん で 凹 部 １ ８ の 壁 面 と 係 合 す る 。 図 ２ は
そ の 接 続 状 態 を 示 す 。 た だ し 、 図 ２ に は 、 突 出 部 １ ６ の 先 端 と 短 い 係 合 部 分 １ ２ と の 間 と
、 係 合 部 １ １ ａ と 凹 部 １ ８ の 壁 面 と の 間 と に は 隙 間 を 描 い て い る が 、 そ れ は 、 線 が 重 複 し
て そ れ ら の 関 係 が 不 明 瞭 に な る の を 防 ぐ た め で あ り 、 実 際 に は 、 少 な く と も 係 合 部 １ １ ａ
と 凹 部 １ ８ の 壁 面 と は 接 し て い て 両 者 が 係 合 し た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ の 実 施 例 で は 、 第 ２ の 係 合 部 及 び 第 ２ の 係 止 部 を そ れ ぞ れ 突 出 し た 係 合 部
１ １ ａ 及 び 凹 部 １ ８ と し て 形 成 し た が 、 逆 に 、 第 ２ の 係 合 部 及 び 第 ２ の 係 止 部 を そ れ ぞ れ
凹 部 及 び 突 出 部 と な る よ う に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に は 示 し て い な い が 、 ２ つ の 部 材 の 接 続 面 の 間 に 柔 軟 な エ ラ ス ト マ ー や ス ポ ン ジ を
介 装 さ せ て も よ い 。 そ の 場 合 に は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 を 接 続 す る と 、 そ の 復 元 力 に よ っ
て ２ つ の 部 材 が 離 れ る 方 向 に 押 さ れ る た め 、 係 合 部 １ １ ａ と 凹 部 １ ８ の 壁 面 と の 係 合 を よ
り 強 固 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 ２ 本 の 管 （ 第 １ 及 び 第 ２ の 部 材 ） の 端 面 ３ １ 及 び ３ ２ を 接 続 す る た め
に 用 い る 接 続 装 置 ３ ０ を 示 す 。 接 続 装 置 ３ ０ は 、 端 面 に 設 け ら れ た 複 数 の 一 対 の 被 係 合 器
具 ３ ０ ａ か ら ３ ０ ｌ ま で の も の と 、 そ れ に 対 応 し て 端 面 ３ ２ に 設 け ら れ た 複 数 の 一 対 の 係
合 器 具 と を 備 え る 。 基 本 的 な 接 続 の 機 能 は 一 対 の 接 続 器 具 か ら な る １ つ の 係 止 部 材 と そ れ
に 対 応 す る １ つ の 係 合 部 材 と の １ つ の 組 合 せ に よ っ て 達 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 各 被 係 合 器 具 ３ ０ ａ 等 は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 実 施 例 の 係 止 部 材 と 同 様 に 、 第 １ の 係 止
部 の 突 出 部 ３ ３ 及 び 凹 部 ３ ４ を 備 え る 。 ま た 、 各 係 合 器 具 も 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 実 施 例
の 係 合 部 材 と 同 様 に 、 長 い 係 合 部 分 ３ ６ 及 び 第 １ の 係 止 部 の 短 い 係 合 部 分 ３ ７ か ら な る 接
続 部 材 ３ ５ を 備 え る 。 突 出 部 ３ ３ は 管 状 の 部 材 で あ り 、 ２ 本 の 管 の 端 面 ３ １ 及 び ３ ２ を 接
続 す る 際 に は 、 突 出 部 ３ ３ の 先 端 部 に よ っ て 短 い 係 合 部 分 ３ ７ を 押 し て 長 い 係 合 部 分 ３ ６
を 少 し 右 回 り に 回 転 さ せ る と 同 時 に 、 長 い 係 合 部 分 ３ ６ の 第 ２ の 係 合 部 を 凹 部 ３ ４ に 挿 入
で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 実 施 例 で は 、 複 数 の 接 続 装 置 を 管 の 端 面 に 均 等 な 間 隔 で 設 け て い る
の で 、 ２ つ の 管 の 接 続 後 に は 、 そ れ ら に 均 等 に 力 が 分 散 さ れ る よ う に な り 、 単 独 の 場 合 よ
り も よ り 接 続 の 強 度 を 維 持 す る こ と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 接 続 部 に 接 続 装 置 等 の 器
具 が 露 出 し な い た め 、 接 続 し た 管 の 取 り 扱 い が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 基 づ い て 、 第 ２ の 係 合 部 及 び 第 の ２ 係 止 部 を そ れ ぞ れ ２ つ ず つ 設
け た 接 続 装 置 ５ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す 接 続 装 置 ５ ０ の 基 本 的 な 構 成 は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 接 続 装 置 １ と
同 様 に 一 対 の 接 続 器 具 を 備 え る 。 各 接 続 器 具 は 、 図 ５ に 向 か っ て 左 側 に 示 す 第 １ の 部 材 に
設 け た 係 止 部 材 と 右 側 に 示 す 第 ２ の 部 材 に 設 け た 係 合 部 材 と か ら な り 、 係 止 部 材 は 、 第 １
の 係 止 部 の 突 出 部 ５ ６ と 第 ２ の 凹 部 の 凹 部 ５ ７ 及 び ５ ８ を 備 え る 。 係 合 部 材 は 、 長 い 係 合
部 分 ５ １ と 短 い 係 合 部 分 ５ ２ と が 一 体 的 に 形 成 又 は 結 合 さ れ て い て 略 Ｌ 字 状 に 折 れ 曲 が っ
た 接 続 部 材 を 備 え る 。 そ の 接 続 部 材 は 、 第 ２ の 部 材 に 形 成 さ れ た 凹 部 ５ ３ 内 に 配 置 さ れ て
い る 。 例 え ば 、 図 ３ 及 び 図 ４ の 実 施 例 の よ う に 、 ２ 本 の 管 を 接 続 す る 場 合 に は 、 そ の よ う
な 凹 部 を 一 方 の 管 の 端 部 に 形 成 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 長 い 係 合 部 分 ５ １ と 短 い 係 合 部 分 ５ ２ と の 結 合 部 分 は 、 支 持 部 材 ５ ４ に 対 し 、 回 転 軸 ５
５ を 中 心 に 回 動 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て お り 、 支 持 部 材 ５ ４ は 凹 部 ５ ３ を 形 成 す る 壁 面
に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ の 部 材 の 突 出 部 ５ ６ に よ っ て 空 間 ５ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 そ の 空 間 ５ ９ の 内 部 の 奥
に は ２ つ あ る 第 ２ の 係 止 部 の ひ と つ の 凹 部 ５ ８ が 形 成 さ れ て い て 、 さ ら に 、 突 出 部 ５ ６ の
中 ご ろ に は ２ つ め の 第 ２ の 係 止 部 の 凹 部 ５ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 図 １ の 場 合 と 同 様 に 、 図
５ に も ２ つ の 突 起 形 状 の 突 出 部 ５ ６ を 設 け た よ う に 示 し て あ る が 、 そ れ ら に 代 え て 、 図 ３
及 び 図 ４ の よ う に 、 １ つ の 管 状 部 材 を 部 材 か ら 突 出 さ せ る よ う に し て も よ い 。 そ の 場 合 に
は 、 図 ５ の ２ つ の 突 出 部 ５ ６ は １ 本 の 管 状 部 材 の 管 壁 の 断 面 を 表 す こ と に な る 。 突 出 部 ５
６ は 、 ２ つ の 部 材 を 接 続 す る 際 に 、 そ の 先 端 部 に よ っ て 、 短 い 係 合 部 分 ５ ２ を 押 し て 、 回
転 軸 ５ ５ を 中 心 に 、 短 い 係 合 部 分 ５ ２ と 長 い 係 合 部 分 ５ １ と を 同 時 に 回 転 さ せ る よ う に 機
能 す る 。 ま た 、 凹 部 ５ ７ と 凹 部 ５ ８ と に は 、 そ の 際 に 、 長 い 係 合 部 分 ５ １ の 係 合 部 ５ １ ｂ
及 び ５ １ ａ の そ れ ぞ れ が 入 り 込 ん で そ れ ら と 係 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ に は ２ つ の 部 材 を 接 続 し た 状 態 を 示 す 。 そ れ に 示 さ れ て い る よ う に 、 突 出 部 ５ ６ の
先 端 部 は 短 い 係 合 部 分 ５ ２ を 押 し 込 ん で 、 図 ６ に 向 か っ て 、 回 転 軸 ５ ５ を 中 心 に 少 し 右 回
り に 回 転 さ せ て い る 。 ま た 、 短 い 係 合 部 分 ５ ２ と 一 体 的 に 形 成 又 は 結 合 さ れ た 長 い 係 合 部
分 ５ １ も 、 同 様 に 回 転 軸 ５ ５ を 中 心 に 少 し 右 回 り に 回 転 し て 、 係 合 部 ５ １ ａ 及 び ５ １ ｂ の
そ れ ぞ れ が 凹 部 ５ ８ 及 び ５ ７ に 入 り 込 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 突 出 部 ５ ６ の 長 さ は 、 ２ つ の 部 材 を 接 続 す る 際 に 、 短 い 係 合 部 分 ５
２ を 押 し て 長 い 係 合 部 分 ５ １ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 程 度 の 大 き さ が 必 要 で あ り 、 ま た
、 凹 部 ５ ８ 及 び ５ ７ の 大 き さ 及 び 位 置 は 、 係 合 部 ５ １ ａ 及 び ５ １ ｂ の そ れ ぞ れ が そ れ ら の
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内 部 に 入 り 込 ん で そ れ ぞ れ の 凹 部 を 形 成 す る 壁 面 と 係 合 で き る よ う で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 実 施 例 に よ っ て ２ つ の 部 材 を 接 続 す る 場 合 を 説 明 す る と 、 ま ず は 、 図 ５ に 示 す よ う
に 、 複 数 の 長 い 係 合 部 分 ５ １ を 中 央 に 寄 せ 集 め て 第 １ の 部 材 に 形 成 さ れ た 空 間 ５ ９ に 挿 入
し や す い よ う に す る 。 次 に 、 突 出 部 ５ ６ を 凹 部 ５ ３ の 壁 面 と 長 い 係 合 部 分 ５ １ と の 間 の 空
間 に 挿 入 さ せ て 長 い 係 合 部 分 ５ １ を 空 間 ５ ９ に 入 り 込 ま せ る 。 突 出 部 ５ ６ を さ ら に 挿 入 す
る と 、 突 出 部 ５ ６ の 先 端 が 短 い 係 合 部 分 ５ ２ に 衝 突 し て そ れ を 押 し 込 む 。 そ の 結 果 、 図 ６
に 向 か っ て 、 短 い 係 合 部 分 ５ ２ 及 び 長 い 係 合 部 分 ５ １ が 、 回 転 軸 ５ ５ を 中 心 に 右 回 り に 回
転 し て 、 長 い 係 合 部 分 ５ １ の 係 合 部 ５ １ ａ 及 び ５ １ ｂ の そ れ ぞ れ を 凹 部 ５ ８ 及 び ５ ７ に 入
り 込 ま せ る 。 図 ６ は そ の 状 態 を 示 す 。 た だ し 、 図 ６ に も 、 図 ２ と 同 様 に 、 突 出 部 ５ ６ の 先
端 と 短 い 係 合 部 分 ５ ２ と の 間 と 、 係 合 部 ５ １ ａ 及 び ５ １ ｂ の 各 々 と 凹 部 ５ ８ 及 び ５ ７ の 各
々 の 壁 面 と の 間 と に は 隙 間 を 描 が い て い る が 、 同 様 に 、 そ れ は 線 が 重 複 し て そ れ ら の 関 係
が 不 明 瞭 に な る の を 防 ぐ た め で あ り 、 実 際 に は 、 少 な く と も 係 合 部 ５ １ ａ 及 び ５ １ ｂ の そ
れ ぞ れ は 凹 部 ５ ８ 及 び ５ ７ の 壁 面 と 接 し て い て そ れ ぞ れ の 組 が 係 合 し た 状 態 に な っ て い る
。 こ の 実 施 例 で は 、 ２ つ の 第 ２ の 係 合 部 と ２ つ の 第 ２ の 係 止 部 と が そ れ ぞ れ 係 合 す る の で
、 よ り 強 固 に 接 続 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に も 示 し て い な い が 、 こ の 実 施 例 の 場 合 で も 、 ２ つ の 部 材 の 接 続 面 の 間 に
柔 軟 な エ ラ ス ト マ ー や ス ポ ン ジ を 挿 入 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ７ 及 び 図 ８ は 、 第 １ の 部 材 ７ ０ ｂ 及 び 第 ２ の 部 材 ７ ０ ａ を 接 続 す る 一 方 、 必 要 に 応 じ
て 、 そ の 接 続 を 解 除 す る た め の 解 除 機 構 ８ ０ を 備 え る 接 続 装 置 ７ ０ を 示 す 。 そ の 接 続 装 置
の 接 続 の た め の 構 造 は 、 基 本 的 に は 、 上 述 の 図 １ か ら 図 ６ ま で の 実 施 例 と 同 様 に 一 対 の 接
続 器 具 を 備 え て お り 、 各 接 続 器 具 は 、 図 ７ 及 び 図 ８ に 向 か っ て 、 左 側 に 示 す 係 止 部 材 の 被
係 合 器 具 と 右 側 に 示 す 係 合 部 材 の 係 合 器 具 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 各 係 合 部 材 の 長 い 係 合 部 分 ７ １ と 短 い 係 合 部 分 ７ ２ と は 一 体 的 に 形 成 又 は 結 合 さ れ て い
て 略 Ｌ 字 状 に 折 れ 曲 が っ た 接 続 部 材 を 備 え る 。 一 対 の 接 続 部 材 が 、 部 材 ７ ０ ａ に 形 成 さ れ
た 凹 部 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 各 接 続 部 材 は 、 棒 状 の も の や 板 状 の も の に よ っ て 形 成 す る こ と が で き 、 長 い 係 合 部 分 ７
１ と 短 い 係 合 部 分 ７ ２ と が 一 体 的 に 形 成 又 は 結 合 さ れ て い る 。 長 い 係 合 部 分 ７ １ の 端 部 に
第 ２ の 係 合 部 ７ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 長 い 係 合 部 分 ７ １ と 短 い 係 合 部 分 ７ ２ と の 結 合 部 分 は 、 支 持 部 材 ７ ４ に 、 回 転 軸
７ ５ を 中 心 に 回 動 す る よ う に 接 続 さ れ て お り 、 支 持 部 材 ７ ４ は 部 材 ７ ０ ａ の 凹 部 を 形 成 す
る 壁 面 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 部 材 ７ ０ ｂ に は 第 １ の 係 止 部 の 突 出 部 ７ ６ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 突 出 部 ７ ６ に よ っ て
空 間 が 形 成 さ れ て い て 、 そ の 空 間 の 内 部 に は 第 ２ の 係 止 部 の 凹 部 ７ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
図 ７ に は ２ つ の 突 起 形 状 の 突 出 部 ７ ６ を 設 け た よ う に 示 し て あ る が 、 図 １ の 実 施 例 と 同 様
に 、 そ れ ら に 代 え て 、 １ つ の 管 状 部 材 を そ の 部 材 か ら 突 出 さ せ る よ う に し て も よ い 。 そ の
場 合 に は 、 図 ７ の ２ つ の 突 出 部 ７ ６ は １ 本 の 管 状 部 材 の 管 壁 の 断 面 を 表 す こ と に な る 。 突
出 部 ７ ６ は 、 ２ つ の 部 材 ７ ０ ａ 及 び ７ ０ ｂ を 接 続 す る 際 に 、 そ の 先 端 部 に よ っ て 、 短 い 係
合 部 分 ７ ２ を 押 し て 、 回 転 軸 ７ ５ を 中 心 に 、 長 い 係 合 部 分 ７ １ を 回 転 さ せ る よ う に 機 能 す
る 。 ま た 、 凹 部 ７ ８ に は 、 そ の 際 に 、 長 い 係 合 部 分 ７ １ の 係 合 部 ７ １ ａ が 入 り 込 ん で 、 凹
部 ７ ８ の 壁 面 は そ れ と 係 合 す る よ う に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ８ に は ２ つ の 部 材 ７ ０ ａ 及 び ７ ０ ｂ を 接 続 し た 状 態 を 示 す 。 そ れ に 示 さ れ て い る よ う
に 、 突 出 部 ７ ６ の 先 端 部 は 短 い 係 合 部 分 ７ ２ を 押 し 込 ん で 、 短 い 係 合 部 分 ７ ２ と 長 い 係 合
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部 分 ７ １ と を と も に 、 回 転 軸 ７ ５ を 中 心 に 少 し 右 回 り に 回 転 さ せ て 、 係 合 部 ７ １ ａ を 凹 部
７ ８ に 入 り 込 ま せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 突 出 部 ７ ６ の 長 さ は 、 ２ つ の 部 材 ７ ０ ａ 及 び ７ ０ ｂ を 接 続 す る 際 に
、 短 い 係 合 部 分 ７ ２ を 押 し て 長 い 係 合 部 分 ７ １ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 程 度 の 大 き さ が
必 要 で あ り 、 ま た 、 凹 部 ７ ８ の 大 き さ 及 び 位 置 は 、 係 合 部 ７ １ ａ が そ の 内 部 に 入 り 込 ん で
そ の 凹 部 を 形 成 す る 壁 面 と 係 合 で き る よ う で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ２ つ の 部 材 を 接 続 す る 場 合 を 説 明 す る と 、 ま ず は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 複 数 の 長 い 係 合
部 分 ７ １ を 中 央 に 寄 せ 集 め て 部 材 ７ ０ ｂ に 形 成 さ れ た 空 間 に 挿 入 し や す い よ う に す る 。 次
に 、 突 出 部 ７ ６ を 部 材 ７ ０ ａ の 凹 部 の 壁 面 と 長 い 係 合 部 分 ７ １ と の 間 の 空 間 に 挿 入 し て 、
長 い 係 合 部 分 ７ １ を 部 材 ７ ０ ｂ の 空 間 に 入 り 込 ま せ る 。 突 出 部 ７ ６ を さ ら に 挿 入 す る と 、
突 出 部 ７ ６ の 先 端 が 短 い 係 合 部 ７ ２ に 衝 突 し て そ れ を 押 し 込 む 。 つ ま り 、 図 ８ に 向 か っ て
、 突 出 部 ７ ６ の 先 端 が 短 い 係 合 部 分 ７ ２ を 押 し て そ れ と 長 い 係 合 部 分 ７ １ と を と も に 回 転
軸 ７ ５ を 中 心 に 右 回 り に 回 転 さ せ る 。 そ れ に よ り 、 長 い 係 合 部 分 ７ １ の 係 合 部 ７ １ ａ を 部
材 ７ ０ ｂ の 凹 部 ７ ８ に 入 り 込 ま せ て そ の 凹 部 の 壁 面 と 係 合 さ せ る 。 図 ８ は そ の 状 態 を 示 す
。 た だ し 、 図 ８ に も 、 図 １ の 実 施 例 の 場 合 と 同 様 に 、 突 出 部 ７ ６ の 先 端 と 短 い 係 合 部 分 ７
２ と の 間 と 、 係 合 部 ７ １ ａ と 部 材 ７ ０ ｂ の 凹 部 ７ ８ の 壁 面 と の 間 と に は 隙 間 を 描 い て い る
が 、 そ れ は 、 線 が 重 複 し て そ れ ら の 関 係 が 不 明 瞭 に な る の を 防 ぐ た め で あ り 、 実 際 に は 、
少 な く と も 第 ２ の 係 合 部 ７ １ ａ と 凹 部 ７ ８ の 壁 面 と は 接 し て い て 両 者 が 係 合 し た 状 態 に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 ２ つ の 部 材 ７ ０ ａ 及 び ７ ０ ｂ の そ れ ぞ れ の 接 続 面 の 間 に 、 柔 軟 な エ ラ ス ト マ ー や
ス ポ ン ジ ７ ９ を 挿 入 さ せ て も よ い 。 そ の 場 合 に は 、 ２ つ の 部 材 ７ ０ ａ 及 び ７ ０ ｂ を 接 続 し
た 際 に 、 そ の 復 元 力 に よ っ て ２ つ の 部 材 ７ ０ ａ 及 び ７ ０ ｂ が 離 れ る 方 向 に 力 が 加 わ る た め
、 係 合 部 ７ １ ａ と 凹 部 ７ ８ の 壁 面 と の 係 合 が よ り 強 固 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 図 ７ 及 び 図 ８ に 基 づ い て 、 接 続 を 解 除 す る た め の 機 構 ８ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 機 構 ８ ０ は 、 接 続 を 解 除 す る た め に 、 各 々 の 短 い 係 合 部 分 ７ ２ を 押 す た め の 棒 部 材 ８ ２
を 備 え る 。 そ の 棒 部 材 ８ ２ は 、 支 持 部 材 ７ ４ が 固 定 さ れ た 台 座 ８ １ に 、 コ イ ル バ ネ ８ ３ を
介 し て 接 続 さ れ て い る 。 コ イ ル バ ネ ８ ３ は 、 通 常 は 、 棒 部 材 ８ ２ を 部 材 ７ ０ ａ の 凹 部 か ら
引 っ 込 め る 方 向 に 付 勢 す る 。 ま た 、 棒 部 材 ８ ２ は 、 接 続 器 具 が 設 け ら れ て い る 側 と は 反 対
側 の 位 置 に 傾 斜 面 を 持 つ 突 出 部 ８ ４ を 有 す る 。 ま た 、 そ の 突 出 部 ８ ４ の 傾 斜 面 に 対 向 し て
そ の 傾 斜 面 と 相 補 的 な 傾 斜 面 を 持 つ 部 材 ８ ５ が 配 置 さ れ て い る 。 そ の 部 材 ８ ５ は 、 コ イ ル
バ ネ ８ ５ ｂ を 介 し て 部 材 ７ ０ ａ の 外 側 面 に 突 出 す る ボ タ ン ８ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 そ の コ
イ ル バ ネ ８ ５ ｂ は 、 通 常 は 、 部 材 ８ ５ の 傾 斜 面 が 突 出 部 ８ ４ の 傾 斜 面 か ら 離 れ る よ う に 、
図 ８ に 矢 印 で 示 す 方 向 に 部 材 ８ ５ を 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 コ イ ル バ ネ ８ ５ ｂ の 力 に 抗 し て 、 ボ タ ン ８ ６ を 矢 印 方 向 に 押 す と 、
部 材 ８ ５ が 矢 印 の 方 向 に 移 動 し て 、 部 材 ８ ５ の 斜 面 が 突 出 部 ８ ４ の 傾 斜 面 と 接 す る 。 さ ら
に 、 ボ タ ン ８ ６ を 押 す と 、 部 材 ８ ５ の 前 進 す る 力 が 突 出 部 ８ ４ を コ イ ル バ ネ ８ ３ に 抗 し て
移 動 さ せ る 力 に 変 わ る 。 つ ま り 、 図 ７ に 向 か っ て 、 部 材 ８ ５ が 上 方 向 に 進 む と 、 突 出 部 ８
４ の 傾 斜 面 が 部 材 ８ ５ の 傾 斜 面 上 を 滑 り な が ら 、 棒 部 材 ８ ２ と と も に 左 側 に 動 移 動 す る 。
そ の 結 果 、 棒 部 材 ８ ２ の 先 端 部 が 、 短 い 係 合 部 分 ７ ２ を 、 突 出 部 ７ ６ の 先 端 が 接 し て い る
側 と は 反 対 側 か ら 押 す こ と に な る 。 そ う す る と 、 短 い 係 合 部 分 ７ ２ が 図 ７ に 向 か っ て 左 回
り 方 向 に 少 し 回 転 し 、 そ れ と と も に 長 い 係 合 部 分 ７ １ も 左 側 に 少 し 回 転 す る の で 、 長 い 係
合 部 分 ７ １ の 係 合 部 ７ １ ａ が 凹 部 ７ ８ か ら 抜 け る よ う に な る 。 な お 、 ボ タ ン を 押 す 際 に 、
部 材 ７ ０ ｂ を 部 材 ７ ０ ａ に 向 か っ て 押 し つ け た 状 態 に す る と 、 ス ポ ン ジ ７ ９ が 圧 縮 さ れ て
長 い 係 合 部 分 ７ １ が さ ら に 部 材 ７ ０ ｂ の 空 間 内 に 入 り 込 む の で 、 係 合 部 ７ １ ａ が 凹 部 ７ ８
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か ら 抜 け 出 や す く な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 基 づ い て 、 ２ つ の 接 続 を よ り 容 易 に 解 除 で き る 機 構 １ ０ ０ を 備
え る 接 続 装 置 ９ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 接 続 装 置 ９ ０ は 、 ２ つ の 部 材 ９ ０ ａ 及 び ９ ０ ｂ を 接 続 す る た め の も の で あ り 、 ま た 、 そ
の 接 続 を 解 除 す る た め の 解 除 機 構 １ ０ ０ を 備 え る 。 そ の 接 続 装 置 ９ ０ の 接 続 の た め の 構 造
は 、 基 本 的 に は 、 上 述 の 図 １ か ら 図 ８ ま で の 実 施 例 と 同 様 に 一 対 の 接 続 器 具 を 備 え る 。 各
接 続 器 具 は 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 向 か っ て 、 左 側 に 示 す 係 止 部 材 と 右 側 に 示 す 係 合 部 材 と か
ら な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 係 止 部 材 及 び 係 合 部 材 は 、 そ れ ぞ れ 第 ２ の 部 材 ９ ０ ｂ 及 び 第 １ の 部 材 の ９ ０ ａ に 設 け ら
れ て い る 。 各 接 続 器 具 は 、 長 い 係 合 部 分 ９ １ と 短 い 係 合 部 分 ９ ２ と が 一 体 的 に 形 成 又 は 結
合 さ れ て い て 略 Ｌ 字 状 に 折 れ 曲 が っ た 係 合 部 材 を 備 え る 。 そ の 係 合 部 材 は 、 部 材 ９ ０ ａ に
形 成 さ れ た 凹 部 内 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で も 、 例 え ば 、 図 ３ 及 び 図 ４ の 実 施 例 の
よ う に 、 ２ 本 の 管 を 接 続 す る 場 合 に は 、 そ の よ う な 凹 部 は 、 一 方 の 管 の 端 部 に 形 成 す れ ば
よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 各 係 合 部 材 は 、 棒 状 の も の や 板 状 の も の に よ っ て 形 成 す る こ と が で き 、 長 い 係 合 部 分 ９
１ と 第 １ の 係 合 部 で あ る 短 い 係 合 部 分 ９ ２ と が 一 体 的 に 形 成 又 は 結 合 さ れ て い る 。 長 い 係
合 部 分 ９ １ の 端 部 に は 第 ２ の 係 合 部 で あ る 係 合 部 分 ９ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 長 い 係 合 部 分 ９ １ と 短 い 係 合 部 分 ９ ２ と の 結 合 部 分 は 、 支 持 部 材 ９ ４ に 、 回 転 軸
９ ５ を 中 心 に 回 動 す る よ う に 接 続 さ れ て お り 、 支 持 部 材 ９ ４ は 部 材 ９ ０ ａ の 凹 部 を 形 成 す
る 壁 面 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 部 材 ９ ０ ｂ に は 突 出 部 ９ ６ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 突 出 部 ９ ６ に よ っ て 空 間 が 形 成 さ れ
て い て 、 そ の 空 間 の 内 部 に は 凹 部 ９ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 図 ９ に も 図 １ の 実 施 例 と 同 様 に
、 ２ つ の 突 起 形 状 の 突 出 部 ９ ６ を 設 け た よ う に 示 し て あ る が 、 図 １ の 実 施 例 と 同 様 に 、 そ
れ ら に 代 え て 、 １ つ の 管 状 部 材 を そ の 部 材 か ら 突 出 さ せ る よ う に し て も よ い 。 そ の 場 合 に
は 、 図 ９ の ２ つ の 突 出 部 ９ ６ は １ 本 の 管 状 部 材 の 管 壁 の 断 面 を 表 す こ と に な る 。 突 出 部 ９
６ は 、 ２ つ の 部 材 ９ ０ ａ 及 び ９ ０ ｂ を 接 続 す る 際 に 、 そ の 先 端 部 に よ っ て 、 短 い 係 合 部 分
９ ２ を 押 し て 、 回 転 軸 ９ ５ を 中 心 に 、 短 い 係 合 部 分 ９ ２ と 長 い 係 合 部 分 ９ １ と を と も に 回
転 さ せ る よ う に 機 能 す る 。 ま た 、 凹 部 ９ ８ に は 、 そ の 際 に 、 長 い 係 合 部 分 ９ １ の 係 合 部 ９
１ ａ が 入 り 込 ん で 、 凹 部 ９ ８ の 壁 面 は そ れ と 係 合 す る よ う に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ０ に は ２ つ の 部 材 ９ ０ ａ 及 び ９ ０ ｂ を 接 続 し た 状 態 を 示 す 。 そ れ に 示 さ れ て い る よ
う に 、 突 出 部 ９ ６ の 先 端 部 は 第 １ の 係 合 部 の 短 い 係 合 部 分 ９ ２ を 押 し 込 ん で 、 図 １ ０ に 向
か っ て 、 短 い 係 合 部 分 ９ ２ 及 び 長 い 係 合 部 分 ９ １ を と も に 、 回 転 軸 ９ ５ を 中 心 に 少 し 右 回
り に 回 転 さ せ て 係 合 部 ９ １ ａ を 凹 部 ９ ８ に 入 り 込 ま せ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 突 出 部 ９ ６ の 長 さ は 、 ２ つ の 部 材 ９ ０ ａ 及 び ９ ０ ｂ を 接 続 す る 際
に 、 短 い 係 合 部 分 ９ ２ を 押 し て 長 い 係 合 部 分 ９ １ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 程 度 の 大 き さ
が 必 要 で あ り 、 ま た 、 凹 部 ９ ８ の 大 き さ 及 び 位 置 は 、 係 合 部 ９ １ ａ が そ の 内 部 に 入 り 込 ん
で そ の 凹 部 を 形 成 す る 壁 面 と 係 合 で き る よ う で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ２ つ の 部 材 ９ ０ ａ 及 び ９ ０ ｂ を 接 続 す る 場 合 を 説 明 す る と 、 ま ず は 、 図 １ ０ に 示 す よ う
に 、 複 数 の 長 い 係 合 部 分 ９ １ を 中 央 に 寄 せ 集 め て 部 材 ９ ０ ｂ に 形 成 さ れ た 空 間 に 挿 入 し や
す い よ う に す る 。 次 に 、 突 出 部 ９ ６ を 部 材 ９ ０ ａ の 凹 部 の 壁 面 と 長 い 係 合 部 分 ９ １ と の 間
の 空 間 に 挿 入 さ せ て 、 長 い 係 合 部 分 ９ １ を 部 材 ９ ０ ｂ の 空 間 に 入 り 込 ま せ る 。 突 出 部 ９ ６
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を さ ら に 挿 入 す る と 、 突 出 部 ９ ６ の 先 端 が 短 い 係 合 部 分 ９ ２ に 衝 突 し て そ れ を 押 し 込 み 、
短 い 係 合 部 分 ９ ２ 及 び 長 い 係 合 部 分 ９ １ を と も に 、 回 転 軸 ９ ５ を 中 心 に 、 図 １ ０ に 向 か っ
て 右 回 り に 回 転 さ せ る 。 そ う す る と 、 長 い 係 合 部 分 ９ １ の 係 合 部 ９ １ ａ は 部 材 ９ ０ ｂ の 凹
部 ９ ８ に 入 り 込 ん で そ の 凹 部 の 壁 面 と 係 合 す る 。 図 １ ０ は そ の 状 態 を 示 す 。 た だ し 、 図 １
０ に も 、 図 １ の 実 施 例 の 場 合 と 同 様 に 、 突 出 部 ９ ６ の 先 端 と 短 い 係 合 部 分 ９ ２ と の 間 と 、
係 合 部 ９ １ ａ と 部 材 ９ ０ ｂ の 凹 部 ９ ８ の 壁 面 と の 間 と に は 隙 間 が 描 か れ て い る が 、 そ れ は
、 線 が 重 複 し て そ れ ら の 関 係 が 不 明 瞭 に な る の を 防 ぐ た め で あ り 、 実 際 に は 、 少 な く と も
係 合 部 ９ １ ａ と 凹 部 ９ ８ の 壁 面 と は 接 し て い て 両 者 が 係 合 し た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 図 示 し て い な い が 、 ２ つ の 部 材 ９ ０ ａ 及 び ９ ０ ｂ の そ れ ぞ れ の 接 続 面 の 間 に 、 柔
軟 な エ ラ ス ト マ ー や ス ポ ン ジ ７ ９ を 挿 入 し て も よ い 。 そ の 場 合 に は 、 ２ つ の 部 材 ９ ０ ａ 及
び ９ ０ ｂ を 接 続 し た 際 に 、 そ の 復 元 力 に よ っ て そ れ ら の ２ つ の 部 材 の 間 の 隙 間 が 広 が る 方
向 に そ れ ら の 部 材 が 押 さ れ る た め 、 係 合 部 ９ １ ａ と 凹 部 ９ ８ の 壁 面 と の 係 合 が よ り 強 固 に
な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 基 づ い て 、 接 続 を 解 除 す る た め の 機 構 １ ０ ０ に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 機 構 １ ０ ０ は 、 解 除 用 駆 動 部 分 １ ０ １ を 備 え る 。 こ の 解 除 用 駆 動 部 分 １ ０ １ は 、 支 持 部
材 ９ ４ の 近 く に 配 置 さ れ て い て 、 コ イ ル バ ネ １ ２ ０ を 介 し て 突 出 部 材 １ ０ ５ に 固 定 さ れ て
い る 。 突 出 部 材 １ ０ ５ は 部 材 ９ ０ ａ に 形 成 さ れ た 溝 １ ０ ３ に 配 置 さ れ て い る 。 図 ９ に 矢 印
で 示 す よ う に 、 突 出 部 材 １ ０ ５ を 部 材 ９ ０ ａ の 凹 部 に 配 置 し た 接 続 器 具 ９ ０ か ら 離 れ る 方
向 に 移 動 す る と 、 そ の コ イ ル バ ネ １ ２ ０ は そ の 突 出 部 材 １ ０ ５ を 引 き 戻 す よ う に 付 勢 す る
。 ま た 、 解 除 用 駆 動 部 分 １ ０ １ の 端 部 に は 、 係 合 用 突 出 部 が 形 成 さ れ て い て 、 後 述 す る よ
う に 、 そ の 係 合 用 突 出 部 は 、 短 い 係 合 部 分 ９ ２ と は 反 対 側 に 突 出 す る 突 出 部 分 ９ ２ ａ と 係
合 し て 、 突 出 部 分 ９ ２ ａ を 移 動 さ せ る よ う に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 突 出 部 分 ９ ２ ａ は 、 回 転 軸 ９ ５ を 境 に し て 、 短 い 係 合 部 分 ９ ２ と は 反 対 側 に 突 出 し て い
て 、 解 除 用 駆 動 部 分 １ ０ １ の 係 合 用 突 出 部 と 係 合 す る 。 こ の 係 合 は 、 解 除 用 駆 動 部 分 １ ０
１ が 図 ９ の 矢 印 に 示 す よ う に 引 っ 込 む よ う に 移 動 す る 場 合 に 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 突 出 部 材 １ ０ ５ の 端 部 に は 、 傾 斜 面 が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 そ の 突 出 部 材 １ ０ ５ の 傾
斜 面 に 対 向 し て そ の 傾 斜 面 と 相 補 の 傾 斜 面 を 持 つ 部 材 １ ０ ７ が 配 置 さ れ て い る 。 そ の 部 材
１ ０ ７ は 、 コ イ ル バ ネ １ ０ ９ を 介 し て 部 材 ９ ０ ａ の 外 側 面 に 突 出 す る ボ タ ン １ １ ０ に 接 続
さ れ て い る 。 そ の コ イ ル バ ネ １ ０ ９ は 、 通 常 は 、 部 材 １ ０ ７ の 傾 斜 面 が 突 出 部 １ ０ ５ の 傾
斜 面 か ら 離 れ る よ う に 、 図 １ ０ に 矢 印 で 示 す 方 向 に 部 材 １ ０ ７ を 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 コ イ ル バ ネ １ ０ ９ の 力 に 抗 し て 、 ボ タ ン １ １ ０ を 矢 印 方 向 に 押 す と
、 部 材 １ ０ ７ が 矢 印 の 方 向 に 移 動 し て 、 部 材 １ ０ ７ の 斜 面 が 突 出 部 １ ０ ５ の 傾 斜 面 を 押 し
下 げ る 。 そ れ に よ り 、 突 出 部 １ ０ ５ の 傾 斜 面 が 部 材 １ ０ ７ の 傾 斜 面 上 を 滑 り な が ら 右 側 に
移 動 し 、 そ の 結 果 、 解 除 用 駆 動 部 分 １ ０ １ も 、 コ イ ル バ ネ の 力 に 抗 し て 引 っ 張 ら れ て 右 側
に 移 動 す る 。 そ の 際 、 解 除 用 駆 動 部 分 １ ０ １ の 係 合 用 突 出 部 が 突 出 部 分 ９ ２ ａ と 係 合 し て
、 そ れ を 、 右 側 の 方 向 に 引 っ 張 る 。 そ れ に よ っ て 、 長 い 係 合 部 分 ９ １ が 回 転 し て そ の 係 合
部 ９ １ ａ が 凹 部 ９ ８ か ら 外 れ て 、 部 材 ９ ０ ｂ と 部 材 ９ ０ ａ と を 分 離 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 、 部 材 ９ ０ ａ 及 び ９ ０ ｂ 自 体 を 部 品 と し て 形 成 し た 場 合 を 示
す 。 図 ９ 及 び 図 １ ０ の 実 施 例 と 同 一 の 符 号 を 付 し た 部 材 は 、 そ れ ら と 同 一 の 機 能 を 達 成 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ３ 、 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ は 、 接 続 及 び 解 除 機 構 を 備 え る 円 柱 状 の 部 材 ２ ０ ０ と 、 突 出
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部 ２ ２ １ を 備 え る 円 柱 状 の 部 材 ２ ２ ０ か ら な る 他 の 実 施 例 に 係 る 接 続 器 具 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 部 材 ２ ０ ０ に 設 け ら れ た 接 続 及 び 解 除 機 構 は 、 図 １ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 そ の 図 の
上 下 の 位 置 に 、 対 称 に 、 ２ つ の 同 じ 構 造 の 接 続 及 び 解 除 機 構 が 配 置 さ れ て い る 。 各 接 続 及
び 解 除 機 構 は 、 円 柱 状 の 部 材 ２ ０ ０ の 中 心 に 形 成 さ れ た 空 間 に 突 出 し て 部 材 ２ ２ ０ の 突 出
部 ２ ２ １ の フ ラ ン ジ 部 ２ ２ ３ と 係 合 す る 係 止 部 材 ２ ０ ７ を 備 え る 。 そ の 係 止 部 材 ２ ０ ７ に
は 図 示 せ ぬ ス プ リ ン グ が 設 け ら れ て い て 、 通 常 は 、 係 止 部 材 ２ ０ ７ は そ の ス プ リ ン グ に よ
っ て 中 心 の 空 間 に 突 出 す る よ う に 付 勢 さ れ て い る 。 ま た 、 円 柱 状 の 部 材 ２ ０ ０ の 外 側 面 に
は 、 露 出 す る 押 部 ２ ０ １ が 設 け ら れ て い る 。 そ れ は 円 柱 状 の 部 材 ２ ０ ０ の 中 心 方 向 に 向 か
っ て 延 び る 押 圧 部 ２ ０ ３ を 備 え て い る 。 そ れ に は 図 示 せ ぬ ス プ リ ン グ が 設 け ら れ て い て 、
通 常 、 押 部 ２ ０ １ を 外 側 に 露 出 さ せ る 方 向 に 付 勢 す る 。 押 圧 部 ２ ０ ３ を 中 心 の 空 間 に 向 け
て 移 動 さ せ る と 、 そ れ に 伴 っ て 、 係 止 部 材 ２ ０ ７ が 移 動 す る 。 そ の 移 動 の た め に 、 伝 達 部
材 ２ ０ ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 組 合 せ に よ っ て 、 押 部 ２ ０ １ を 押 す と 、 押 圧 部 ２ ０
３ が 中 心 に 向 か っ て 移 動 し な が ら 伝 達 部 材 ２ ０ ５ を 部 材 ２ ０ ０ の 端 面 方 向 に 移 動 さ せ 、 そ
れ に よ り 、 係 止 部 材 ２ ０ ７ が 空 間 か ら 引 っ 込 む よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 部 材 ２ ０ ０ と 部 材 ２ ２ ０ と を 接 続 さ せ る 場 合 に は 、 部 材 ２ ０ ０ の 中 心 部 の 空 間 に 部 材 ２
２ ０ の 突 出 部 ２ ２ １ を 挿 入 し て 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 突 出 部 ２ ２ １ の フ ラ ン ジ 部 ２ ２ ３
が 係 止 部 材 ２ ０ ７ の 突 出 し た 先 端 部 と 係 合 す る こ と に よ っ て 行 う 。 こ れ に よ り 、 部 材 ２ ０
０ と 部 材 ２ ２ ０ と を 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 押 部 ２ ０ １ を 部 材 ２ ０ ０ の 中 心 に 向 か っ て 押 す と 、 押 圧 部
２ ０ ３ が 中 心 に 向 か っ て 移 動 す る の で 伝 達 部 材 ２ ０ ５ は 部 材 ２ ０ ０ の 端 面 方 向 に 移 動 す る
。 そ れ に 伴 い 、 係 止 部 材 ２ ０ ７ が 部 材 ２ ０ ０ の 空 間 か ら 引 っ 込 む 。 そ の 結 果 、 突 出 部 ２ ２
１ の フ ラ ン ジ 部 ２ ２ ３ と 係 止 部 材 ２ ０ ７ の 突 出 し た 先 端 部 と の 係 合 を 解 除 で き る よ う に な
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 上 記 の 実 施 例 は 便 宜 的 な も の で あ り 、 本 発 明 は 上 記 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 本 発 明 を 逸 脱 す る こ と な く 、 さ ま ざ ま な 変 形 や 応 用 を 含 む 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 図 １ 】 　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 接 続 器 具 を 備 え る 接 続 装 置 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 　 図 ２ は 、 図 １ に 係 る 接 続 装 置 を 用 い て ２ つ の 部 材 を 接 続 し た 状 態 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 　 図 ３ は 、 図 １ の 実 施 例 に 係 る 接 続 装 置 の 係 止 部 材 が 設 け ら れ た 側 の 正 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 　 図 ４ は 、 図 ３ の 接 続 装 置 の 係 止 部 材 を 用 い て ２ つ の 管 を 接 続 す る 場 合 の 例 を 説
明 す る た め の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 　 図 ５ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 接 続 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 　 図 ６ は 、 図 ５ に 係 る 接 続 装 置 を 用 い て ２ つ の 部 材 を 接 続 し た 状 態 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 　 図 ７ は 、 本 発 明 の 接 続 解 除 機 構 を 備 え る 実 施 例 に 係 る 接 続 装 置 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 　 図 ８ は 、 図 ７ に 係 る 接 続 装 置 を 用 い て ２ つ の 部 材 を 接 続 し た 状 態 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ９ 】 　 図 ９ は 、 本 発 明 の 接 続 解 除 機 構 を 備 え る 他 の 実 施 例 に 係 る 接 続 装 置 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ０ 】 　 図 １ ０ は 、 図 ９ に 係 る 接 続 器 具 を 用 い て ２ つ の 部 材 を 接 続 し た 状 態 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
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【 図 １ １ 】 　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 接 続 解 除 機 構 を 備 え る さ ら に 他 の 実 施 例 に 係 る 接 続 装 置
の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 　 図 １ ２ は 、 図 １ １ に 係 る 接 続 装 置 を 用 い て ２ つ の 部 材 を 接 続 し た 状 態 を 示 す
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 　 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 接 続 解 除 機 構 を 備 え る 他 の 実 施 例 に 係 る 接 続 装 置 の 正 面
図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 　 図 １ ４ は 、 図 １ ３ に 係 る 接 続 装 置 を 用 い て ２ つ の 部 材 を 接 続 す る 前 の 状 態 を
示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 　 図 １ ５ は 、 図 １ ３ に 係 る 接 続 装 置 を 用 い て ２ つ の 部 材 を 接 続 し た 状 態 を 示 す
断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 １ ０ 　 接 続 装 置
　 １ １ 　 長 い 係 合 部 分
　 １ ２ 　 短 い 係 合 部 分
　 １ １ ａ 　 係 合 部
　 １ ８ 　 凹 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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